
内容

イベント・シンポジウム等実績報告書  ｜  配分事業費：ӿӿӻ千円 

00ӻ

໘業生・修ፇ生の໘業・修ፇ࿶（2月）やዛ౨による個࿶は開催されてはいるが、大

学๺体のؘףラ؟ーや׬ンポכ׭ムは開催されていない。「ԢԤԋԍןープンサؓー

 。ー」を৫ब・開催してஇ፯行事としたい؟ラؘף

目的・趣旨 

日時・場所 令和㕷年８月2日⿤８月ӻ0日

อࣰ文化૷ട大学 ฦؘףラ؟ー 

ԢԤԋԍןー،ンؓתーؘףラ؟ー2025 

本学に在ฺする学生は༱でもౄ加可能

なイ؎ントであり、作ᆀ、研究成果、プロ

クトൾऴ、個人ล作ᆾなどをᇻ集しל׭

て、学内生だけでなくஸ஑生や一ᄤ市

民に୰開࿶示（8月上പ）し、様yな意

ଣやᅴअを೥けるイ؎ントである。 

イ؀؋ングءクؘ׶ーとൺし、社会で活

዆する講౧（׫׼イン学部ԞԌ：؃؟ؑע

（氏࠮ン؃氏、文化政策学部Ԟԑ：大ીר

をおାֲして、浜松発の׫׼インムー؋

メントの発信、大学のプءゼンスのח؉

ーؠ、市民と学生の交流をク؟エイトす

る。 

体制 

8月2日（土）⿤8月ӻ0日（日）までの૱ԃ日間、本学にてؘףラ؟ーの࿶示を開催し

た。また、開催ৼ間中の8月6日（෯）にはイ؀؋ングءクؘ׶ーを催し、さらに8月ԃ

日（土）⿤ӻ0日（日）の2日間は本学のןープンؘעンパスと同ಐ開催したことで、本

学の学生や教ධࡿをはじめ一ᄤ市民の方yだけでなく、本学を౨す多くの೥ଫ生

（ஸ஑生）やᇱ୦者の方yにも৕ඊいただけた。 

調整はᅋඛにႍநしたが、ןープンؘעンパスと同ಐ開催したことで集ਰがᅌ዆的

に増加し、ԃ日間トータؠでዃӻӶӻ00人の集ਰがあった。また、ऌஅくגと直୏ちׂ

しになられた方yに浜松の想い出を࿓੝できࣁ会は、ࣙ方からおࢬとの਋Ⴊవג

た。イ؀؋ングءクؘ׶ーの集ਰには課題がౖったものの、イ؎ント๺体としては大ม

況となり、大学のプءゼンスの向上に多大なる貢献を果たした。 

࿶示、ົඪ、ポスター作ล、৫बؓ׭؂メント့、この৫बにౄ加した学生は学ֲの成

果とཐ識・ਙടの向上が図られた。೥ଫ生からは「์対に大学に೥かって、このຍ࿦

な৫बにౄ加しますj」という৲しいメװ׸ー׭も৳֚られ、ႚಀஃ報にも一役ოっ

たのではないかと考える。 

結果・成果 

（実施代表者）׫׼イン学部 ׫׼イン学科   教授    中ኾ 民የ 

 イン学科   ന教授 中๖ எ׫׼ イン学部׫׼

 イン学科   ന教授 ᅪ໏ ሒ஖׫׼ イン学部׫׼         

 イン学科   ന教授 ൚๖ 直አ׫׼ イン学部׫׼         

 織ࡓ イン学科   ന教授 ൚田׫׼ イン学部׫׼         

         文化政策学部 ே఑文化学科  ന教授 ᆦ田 ഭ 
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SUACオープンサマーギャラリー2025

イベント・シンポジウム等実績報告書 配分事業費：551千円

目的・趣旨 卒業生・修了生の卒業・修了展（2月）や有志による個展は開催されてはいるが、

大学全体のギャラリーやシンポジウムは開催されていない。「SUACオープンサ

マーギャラリー」 を企画・開催して恒例行事としたい。

日時・場所 令和７年８月2日～８月10日

静岡文化芸術大学　西ギャラリー

体制	 （実施代表者）デザイン学部　デザイン学科			教授 		中野　民雄

　　　　　　　　　デザイン学部　デザイン学科			准教授　中川　晃

　　　　　　　　　デザイン学部　デザイン学科			准教授　百束　朋浩

　　　　　　　　　デザイン学部　デザイン学科			准教授　小川　直茂

　　　　　　　　　デザイン学部　デザイン学科			准教授　小田　伊織

　　　　　　　　　文化政策学部 国際文化学科		准教授　武田　淳

内容 本学に在籍する学生は誰でも参加可能

なイベントであり、作品、研究成果、プロ

ジェクト紹介、個人製作物などを募集し

て、学内生だけでなく高校生や一般市民

に公開展示（8月上旬）し、様々な意見や

評価を受けるイベントである。

イブニングレクチャーと称し、社会で活躍

する講師（デザイン学部OB ： キボリノコ

ンノ氏、文化政策学部OG ： 大窪愛氏）を

お呼びして、浜松発のデザインムーブメ

ントの発信、大学のプレゼンスのアピー

ル、市民と学生の交流をクリエイトする。

結果・成果 8月2日（土）～8月10日（日）までの計9日間、本学にてギャラリーの展示を開催した。

また、開催期間中の8月6日（水）にはイブニングレクチャーを催し、さらに8月9日

（土）～10日（日）の2日間は本学のオープンキャンパスと同時開催したことで、本

学の学生や教職員をはじめ一般市民の方々だけでなく、本学を志す多くの受験生

（高校生）や保護者の方々にも鑑賞いただけた。

調整は非常に難航したが、オープンキャンパスと同時開催したことで集客が飛躍的

に増加し、9日間トータルで約1,100人の集客があった。また、家康くんと直虎ちゃ

んとの記念撮影会は、遠方からお越しになられた方々に浜松の想い出を提供できた。

イブニングレクチャーの集客には課題が残ったものの、イベント全体としては大盛況

となり、大学のプレゼンスの向上に多大なる貢献を果たした。

展示、装飾、ポスター作製、企画マネジメント等、この企画に参加した学生は学びの成

果と知識・技術の向上が図られた。受験生からは「絶対に大学に受かって、この素敵

な企画に参加します！」という嬉しいメッセージも寄せられ、入試広報にも一役買っ

たのではないかと考える。
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